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序
論

第
一
章　

象
山
県
に
お
け
る
寺
庵
と
廟

象
山
県
概
況
／
象
山
県
に
お
け
る
仏
教
と
祖
先
祭
祀
の
復

興
／
《
死
者
》
の
戸
籍
を
管
理
す
る
廟
と
そ
の
祭
祀

第
二
章　

尼
寺
の
日
常
生
活

Ｓ
村
概
況
と
尼
寺
／
尼
僧
と
《
信
者
》
／
尼
寺
の
一
日
と

生
活

第
三
章　

尼
寺
の
仏
・〈
菩
薩
〉
と
諸
儀
礼

尼
寺
に
祀
ら
れ
る
諸
仏
・〈
菩
薩
〉
／
仏
教
経
典
と
〈
経
〉

／
尼
寺
で
行
う
儀
礼
と
儀
礼
用
の
経
典
／
年
間
行
う
大
小

の
行
事
（
二
〇
〇
三
年
の
事
例
）
／
相
談
役
と
し
て
の
尼

寺
の
仏
・《
菩
薩
》

第
四
章　

尼
寺
に
祀
ら
れ
る
祖
先
と
〈
人
客
〉

尼
寺
の
位
牌
に
つ
い
て
／
放
蒙
山
儀
礼
か
ら
見
る
祖
先
と

〈
人
客
〉
／
祀
る
も
の
と
祀
ら
れ
る
も
の
／
人
々
が
語
る
祖

先
と
〈
人
客
〉

第
五
章　

家
庭
に
祀
ら
れ
る
祖
先
と
〈
人
客
〉

　
　
　
　
　
　

─
─
丹
城
街
道
の
事
例

地
方
志
か
ら
見
る
祖
先
と
〈
人
客
〉
の
祭
祀
／
七
月
半
に

お
け
る
祖
先
と
〈
人
客
〉
の
祭
祀

第
六
章　

寺
院
の
〈
菩
薩
〉
と
廟
の
そ
れ
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　

─
─
丹
城
街
道
の
事
例

寺
院
の
〈
菩
薩
〉
／
廟
の
《
菩
薩
》
／
〈
菩
薩
〉
か
ら
見

た
寺
院
と
廟
の
機
能

結
語　
参
照
資
料　

参
照
文
献　

索
引

●
尼
寺
と
い
う
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
密
着
し
、
尼
僧
や
信
徒
な
ど
の
「
神
・
鬼
・
祖
先
」
に
関
す

る
行
為
を
考
察
。
ウ
ル
フ
ら
の
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
観
念
を
見
出
し
提
示
し
た
意
欲
的
論
考
。

　

漢
民
族
の
宗
教
に
関
す
る
社
会
人
類
学
的
研
究
は
主
に
台
湾
、

香
港
、
海
外
の
華
僑
漢
民
族
社
会
を
中
心
に
、
一
九
七
〇
年
代
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
。
欧
米
、
日
本
、
そ
し
て
台
湾
な
ど
自
文
化
を

対
象
と
す
る
「
本
土
」
人
類
学
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
研
究
は
殊
に

漢
民
族
に
お
け
る
神
、
祖
先
、「
鬼
」
な
ど
の
話
題
を
め
ぐ
り
、
活

発
に
展
開
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
Ａ
・
Ｐ
・
ウ
ル

フ
［1974

］
は
神
、
祖
先
、
鬼
と
い
う
三
つ
の
分
析
枠
組
を
提
起
し
、

多
く
の
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
。
…
…
い
ず
れ
も
台
湾
や
香
港
に

お
け
る
実
地
調
査
を
も
と
に
し
た
漢
民
族
の
神
々
や
祖
先
、「
鬼
」

に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
含
む
従
来
の
漢
民
族
の
宗
教
に
関
す
る
研

究
に
お
い
て
、い
く
つ
か
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、調
査
地
、

研
究
対
象
が
台
湾
、
香
港
、
華
南
の
福
建
省
、
海
外
の
華
僑
社
会

を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
た
め
、
地
域
差
が
大
き
い
中
国
大
陸
に

お
け
る
漢
民
族
の
宗
教
、
民
間
信
仰
の
実
態
は
手
つ
か
ず
の
状
態

に
あ
る
。
…
…
第
二
に
、
漢
民
族
、
殊
に
大
陸
に
お
け
る
漢
民
族

の
宗
教
や
民
間
信
仰
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
文
献
記
録
が
中

心
と
な
っ
て
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
人
々
の
考
え
方
、
行
為
に
関
心

が
払
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
第
三
に
、
寺
院
と
廟

が
共
存
す
る
漢
民
族
社
会
に
関
し
て
、
民
間
信
仰
の
場
で
あ
る
廟

を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
調
査
が
盛
ん
で
あ
る
一
方
、
仏
教
寺
院
に

お
け
る
人
類
学
的
調
査
は
少
な
い
。
…
…

　

本
書
は
、
筆
者
が
中
国
華
中
農
村
の
一
尼
寺
に
住
み
込
み
、
信

者
た
ち
の
日
常
生
活
と
祭
祀
活
動
を
綿
密
に
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
個
人
志
向
的
な
求
道
よ
り
、
世
俗
的
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応

じ
る
、
開
か
れ
た
僧
尼
の
姿
勢
に
は
寺
院
の
復
興
を
進
め
る
熱
意

が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
、
仏
教
儀
礼
が
も
っ
ぱ
ら
祖
先
、「
鬼
」
の

祭
祀
・
追
善
儀
礼
と
な
っ
た
こ
と
は
、
日
常
生
活
に
定
着
し
て
い

る
仏
教
思
想
の
一
様
相
で
、
人
々
の
神
、
祖
先
、「
鬼
」
に
関
す
る

観
念
を
考
え
る
際
に
重
要
な
示
唆
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

し
た
今
日
の
中
国
仏
教
の
あ
り
方
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
序
論
よ
り
）


